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製品の概要

この章では以下の項目について説明しています。

■ アプライアンスについて

■ ストレージ容量について

■ ラック設置のためのベストプラクティスについて

■ アプライアンス背面パネルについて

■ メインボードの RAID コントローラについて

■ 外部 RAID コントローラについて

■ NetBackup 5230 の背面パネルの構成について

■ FC HBA ポート構成について

■ 2 ポート 8 Gb FC HBA について

■ デュアルポートの 10 GB イーサネットカードについて

■ Veritas 3U16 24TB ストレージシェルフと Veritas 3U16 36TB ストレージシェルフに
ついて

■ アプライアンスとストレージシェルフの接続

■ NetBackup 5230 マニュアル

アプライアンスについて
NetBackup 5230 Appliance と Storage Shelf は、重複排除とバックアップの完全なソ
リューションを提供します。このドキュメントでは、これらのデバイスについて、主要なハー

ドウェアの特徴を説明します。このドキュメントは、一般に公開されています。

表 1-1 は製品の機能の一覧です。
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表 1-1 アプライアンスの機能

説明機能

重複排除エンジンは、最大 100 分の 1 のストレージ削減を実現しま
す。クライアント側のプラグインは、同様のレベルの帯域幅削減を提供

します。

領域の削減

フィンガープリントや RAID の冗長性のため、全体のストレージ能力は
ディスクサイズと合計ディスク数の単純な掛け算にはなりません。

p.9 の 「ストレージ容量について」 を参照してください。

拡張可能なアーキテク

チャ

冗長なホットスワップ対応ディスクおよび電源モジュールをサポートしま

す。

高可用性

帯域外の管理ネットワークインターフェースを、独立した形で提供しま

す。ネットワークを経由してアプライアンスの電源オン、電源オフ、リセッ

トをリモートで行えます。

KVM over IP 経由でのアプライアンスのリモート構成とリモート管理を
サポートします。

SNMP トラップをサポートし、自動的に警報を報告します。

帯域外の管理チャネルを経由したディスク情報の報告をサポートしま

す。

管理の容易性

64 GB (最大 192 GB)

メモ: 64 GB のメモリキットを追加購入して、NetBackup 5230
Appliance のメモリ量を最大にすることができます。システムに別売り
のストレージシェルフを追加するときに、メモリキットを使用してアプライ

アンスのメモリを増やすこともできます。

システムメモリ構成

(DIMM)

RAID 1 (標準ミラーリング) と RAID 6 (二重分散パリティを持つブロッ
クレベルのストライピング) は以下のように使います。

■ アプライアンスのシステムディスク: RAID 1
■ アプライアンスのストレージディスク: RAID 6
■ ストレージシェルフのデータストレージディスク: RAID 6

メモ: アプライアンスのディスクドライブは、アプライアンスが出荷される
前にあらかじめフォーマットされています。これらのドライブは別のスロッ

トに移動したり、再配置しないようにします。

RAID レベル

7第 1 章 製品の概要
アプライアンスについて



説明機能

■ 低い消費電力で高性能プロセッサをサポートします。

■ 大容量の内部アプライアンスの切り替え帯域幅と高速な I/O のス
ループットを提供します。

■ 使用可能な容量には、最大 144 TB の重複排除プールまたは 148
TB の AdvancedDisk プール (非重複排除ストレージ) を任意に組
み合わせることができます。

容量の詳細については次のセクションを参照してください。

p.9 の 「ストレージ容量について」 を参照してください。
■ プロセッサ - 2 つの 6 コア 2.5 GHz E5-2620 CPU
■ 4 TB の内部ストレージがあり、ストレージシェルフがないアプライア
ンスには 8 つの 8 Gb DIMM が含まれます。

■ 14 TB の内部ストレージがあり、ストレージシェルフがないアプライ
アンスには 8 つの 8 Gb DIMM が含まれます。

■ 4 TB の内部ストレージと 1 つ以上のストレージシェルフがあるアプ
ライアンスには 16 個 の 8 Gb DIMM が含まれます。

■ 14 TB の内部ストレージと 1 つ以上のストレージシェルフがあるア
プライアンスには 16 個 の 8 Gb DIMM が含まれます。

パフォーマンスと容量

NetBackup 5230 Appliance は、最大 5 枚の FC HBA カードが取り
付けられた状態で発注できます。10 Gb イーサネットカードの発注と出
荷時取り付けもできます。

ファイバーチャネルのサ

ポート

ストレージシェルフに接続する 2 つの SAS ポート

1 つの 1 Gb/秒 IPMI リモート管理ネットワークポート

1 つの VGA ポート

3 つの USB 2.0 ポート

4 つの 1 Gb イーサネットネットワークポート、それぞれにリンクおよび
動作 LED 付き。

2 つの 10 Gb イーサネットネットワークポート、それぞれにリンクおよび
動作 LED 付き。これらのポートはファイバーケーブルと銅ケーブルを
サポートしています。2 つの 10GBASE-SR（短距離）SFP+ トランシー
バが各サーバーに付属します。これらのコネクタを使うことができます。

また、ネットワーク環境に応じて 10GBASE-LR（長距離）トランシーバ
または Twinax 銅ケーブルを使うこともできます。詳しくは、テクニカル
サポートに問い合わせてください。

アプライアンスは、SAS RAID カード、ファイバーチャネルカード、10
Gb イーサネットカードをいくつか組み合わせて取り付けた状態で発注
できます。

p.15 の 「NetBackup 5230 の背面パネルの構成について」 を参照し
てください。

背面パネルのポート

p.11 の 「アプライアンス
背面パネルについて 」 を
参照してください。
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技術仕様のセクションに、両方のタイプのデバイスの寸法と重量を記載しています。

p.9 の 「ストレージ容量について」 を参照してください。

ストレージ容量について
ストレージシェルフに接続していない標準の NetBackup 5230 Appliance は、4.55 TB
のストレージ容量を提供します。この構成では、アプライアンスの前面パネルのスロット 4
から 11 までの各スロットに 1 TB のストレージドライブを使います。これらのスロットで 3
TB のストレージドライブを使って、ストレージシェルフを外付けしない状態でのフォーマッ
ト済みストレージを 13.65 TB に増やして使うこともできます。3 TB のアプライアンスドラ
イブのオプションは、NetBackup Appliance リリース 2.6.0.2 以降のリリースで利用可能
です。

メモ: アプライアンスのスロット 0 と 1 のディスクドライブは 1 TB ドライブです。これらのド
ライブでは、アプライアンス用のオペレーティングシステムが提供されます。

NetBackup 5230 Appliance のストレージ容量を拡張するには、アプライアンスに最大
4 台のストレージシェルフを接続します。

ストレージシェルフモデルは、次のとおりです。

■ 24 TB の使用可能な MSDP ストレージ容量を備えた Veritas 3U16 24 TB ストレー
ジシェルフ

■ 36 TB の使用可能な MSDP ストレージ容量を備えた Veritas 3U16 36 TB ストレー
ジシェルフ

■ 49 TB の使用可能な MSDP ストレージ容量を備えた Veritas 2U12 49 TB ストレー
ジシェルフ

p.34 の 付録A を参照してください。

表 1-2 に、NetBackup 5230 Appliance で利用可能なストレージ容量のさまざまな構成
を示します。

メモ: ストレージシェルフモデルに応じて、ストレージシェルフで 2 TB、3 TB、6 TB のい
ずれかの容量のディスクドライブを使います。

p.18 の 「Veritas 3U16 24TB ストレージシェルフと Veritas 3U16 36TB ストレージシェ
ルフについて」 を参照してください。

p.34 の 付録A を参照してください。
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表 1-2 NetBackup 5230 のストレージ容量オプション

アプライアンス
とストレージ
シェルフ 4 台
で利用可能な
MSDP スト
レージ容量
(TB)

アプライアン
スとストレー
ジシェルフ 3
台で利用可
能な MSDP
ストレージ容
量 (TB)

アプライアン
スとストレー
ジシェルフ 2
台で利用可
能な MSDP
ストレージ容
量 (TB)

アプライアン
スとストレー
ジシェルフ 1
台で利用可
能な MSDP
ストレージ容
量 (TB)

ストレージ
シェルフで
利用可能な
MSDP スト
レージ容量
(TB)

ストレー
ジシェル
フドライ
ブ (TB)

アプライア
ンスで利用
可能な
MSDP スト
レージ容量
(TB)

アプライア
ンスのスト
レージドライ
ブ (TB)

**52.5528.552424.551

148.55112.5576.5540.553634.551

200.55151.55102.5553.5549**64.551

**61.6537.6524213.653

157.65121.6585.6549.6536313.653

* 必要に応じて、2 TB のストレージドライブを利用できます。

** 3U16 24 TB または 3U16 36 TB のストレージシェルフを接続している既存の 4.55 TB のアプライアンスに、追加で 2U12
49 TB のストレージシェルフを接続することもできます。ただし、アプライアンスに接続されている 3U16 24 TB または 36 TB
のストレージシェルフの中で末端のシェルフに 2U12 49 TB のストレージシェルフを接続する必要があります。

たとえば、NetBackup 5230 Appliance、3U16 24 TB のストレージシェルフ、3U16 24 TB のストレージシェルフ、3U16 36
TB のストレージシェルフ、2U12 49 TB のストレージシェルフのような順番で接続します。

さらに、2U12 49 TB のストレージシェルフを 3U16 24 TB または 36 TB のストレージシェルフに接続するには、SAS3-SAS2
ケーブルでシェルフを接続する必要があります。このケーブルで接続すると、2U12 49 TB のストレージシェルフの SAS3 デー
タ転送速度が、3U16 24 TB または 36 TB のストレージシェルフの SAS2 データ転送速度に合わせて低下します。

p.34 の 付録A を参照してください。

メモ: 最大 4 台の Veritas 3U16 24 TB または 36 TB のストレージシェルフを接続するには、NetBackup 5230 Appliance
でアプライアンスソフトウェアのバージョン 2.6.0.2 以降を実行している必要があります。

Veritas 2U12 49 TB のストレージシェルフを接続するには、NetBackup 5230 Appliance でアプライアンスソフトウェアのバー
ジョン 3.0 以降を実行している必要があります。パッチは、アプライアンスソフトウェアのバージョン 2.7.3 で利用できます。この
パッチは次のリンクを使用してダウンロードできます。

https://www.veritas.com/support/ja_JP/article.000116670

p.11 の 「ラック設置のためのベストプラクティスについて」 を参照してください。
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ラック設置のためのベストプラクティスについて
最も重い機器をラックの下部に取り付ける必要があります。ラックの上部に重いデバイス

を取り付けると、ラックが不安定になります。不安定なラックは職員や機器の安全性を脅

かし、リスクを伴います。

ラックに複数のデバイスを取り付ける場合には、以下のように作業してください。

■ 各デバイスの重量を調べます。

■ デバイスの順序と結線上の制約を判別します。

■ ストレージデバイスはアプライアンスより重いため、必ずアプライアンスの下に取り

付ける必要があります。

■ ガイドレールとデバイスの深さに注意してください。キャビネットポストの間隔がレール

とデバイスに対応していることを確認してください。

■ アプライアンスに提供されるラックレールは 30 インチ (752mm) に拡張対応です。
この長さはラックポストの間で可能な最大の深さです。ラックポスト間の間隔が 30
インチ (752 mm) より長い場合は、レールとアプライアンスを正しく設置できませ
ん。アプライアンスの幅は 19 インチ (482.6 mm) です。

■ Storage Shelf に提供されるラックレールは 36 インチ (914 mm) に拡張可能で
す。この長さはラックポストの間で可能な最大の深さです。ラックポスト間の間隔が

36 インチ (914mm) より長い場合は、レールとアプライアンスを正しく設置できま
せん。ストレージシェルフの幅は 19 インチ (482.6 mm) です。

■ ラックの寸法がこれらの要件に合致しない場合は、Veritas のテクニカルサポート
に問い合わせてください。

■ ラックの下部には、ストレージデバイスなどの重いデバイスを配置します。

フル装備のストレージデバイスは、アプライアンスより重くなります。ストレージデバイス

は、必ずアプライアンスの下に取り付けてください。

アプライアンス背面パネルについて
アプライアンスの背面パネルは、複数のアクセスポートとその他の機能を備えています。

これらを 図 1-1 に示します。
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図 1-1 背面パネルのアクセスポートと機能

表 1-3 背面パネルのコネクタと機能

機能番号

電源モジュール 1、2 (AC 120 V)1、2

NIC1/eth0 (専用の管理用途に予約済みの 1 Gb コネクタ)。

デフォルトでは、NIC1 (eth0) は出荷時に IP アドレス 192.168.229.233 に設定されま
す。このプライベートネットワークのアドレスは、ノートパソコンからの直接接続によってア

プライアンスの初期構成を実行できるように予約されています。NIC1 (eth0) は、通常、
ネットワーク環境に接続されません。

初期構成を完了すると、バックアップデータ転送を行わない管理ネットワークに NIC1
(eth0) を接続できます。

3

NIC2/eth1、NIC3/eth2、NIC4/eth3 (パブリックネットワーク用に予約済み)。これら 3 つ
すべて 1 Gb コネクタ。

4、5、6

DB-15 VGA コネクタ7

RJ45 シリアル A ポート（予約済み）8

USB コネクタ9

IPMI リモート管理ポート10

NIC5/eth4 と NIC6/eth5（左から右）: パブリックネットワーク用の 10 Gb ネットワークコ
ネクタ

11

アドイン PCIe アダプタスロット (SAS、ファイバーチャネル、10 Gb イーサネット)12

シリアル B ポート（予約済み）13

2014 年 1 月には、ラボ環境がこのような要件に対応できるように、NetBackup Appliance
にアーススタッドが追加される可能性があります。 スタッドはアプライアンスの背面パネル
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にあります。スタッドにアース線を接続するには、標準のアース接続手順に従ってくださ

い。

図 1-2 アプライアンスのアーススタッド

シリアル番号は、アプライアンスの背面パネルの垂直バーにあります。

背面パネルのポートは、識別を容易にするために色分けされています。

図 1-3 背面パネルのポートの色

背面パネルには、ロープロファイル、フルハイト、3.5 インチフォームファクタの PCIe ス
ロットが 2 つあります。次の図に、スロット番号 1～6 を示します。ライザーアセンブリ 2 に
はスロット 1、2、および 3 が含まれます。ライザーアセンブリ 1 にはスロット 4、5、および
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6 が含まれます。ファイバーチャネルカードは、スロット 5 と 6 に示されています。この構
成はいくつかあるオプションのうちの 1 つです。

図 1-4 背面パネルのスロット番号

NetBackup 5230 Appliance のアドインカードは 5 つの構成で使うことができます。これ
らの構成には、VMware 用の 1 つ以上の FC HBA カード、FC 上の最適化された重複
排除、またはテープライブラリ接続が含まれます。

一部の構成では、FC HBA カードがいくつかの PCIe スロットに取り付けられています。
カードがスロット 5 と 6 に取り付けられている場合には、その構成はファイバートランス
ポートメディアサーバー (FTMS) モードをサポートします。各カードのポート 1 は、示され
ているようにターゲットモード (1) に構成されています。ポート 2 は、イニシエータモード
(2) に構成されています。構成 D と E のみが FTMS をサポートしています。

図 1-5 スロット 5 と 6 の FC HBA ポート

p.15 の 「NetBackup 5230 の背面パネルの構成について」 を参照してください。

メインボードの RAID コントローラについて
アプライアンスの SAS RAID コントローラは、Intel RMS25CB080 カードです。コントロー
ラは、工場でアプライアンスのメインボードにあらかじめ取り付けられています。このコント

ローラは別名内部コントローラといいます。PCIe ライザースロットに装着されている SAS
RAID コントローラは外部コントローラといいます。

メインボードの RAID コントローラには、スーパーキャパシタとフラッシュメモリを備えたメ
ンテナンスフリーのバックアップ装置 (MFBU) が含まれています。コントローラに関連す
るパラメータは以下のとおりです。

■ 寸法: 2.713 インチ x 6.600 インチ (6.891 cm x 16.764 cm) (ロープロファイル)。
カードはフルハイトでロープロファイルです。
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■ 動作電圧: +3.3 V ± 8 %、+12 V ± 8 %

■ PCI 電力 (公称): 9 W (標準)、空気流最小 200 LFM

■ 環境湿度: 0℃ から 50℃ にて 5 % から 90 % (結露なきこと)、動作時

■ 環境湿度: -45℃ から 105℃ にて 5 % から 90 % (結露なきこと)、保存時

p.18 の 「2 ポート 8 Gb FC HBA について 」 を参照してください。

外部 RAID コントローラについて
アプライアンスと共に 1 つ以上おストレージシェルフを購入した場合、工場で取り付けら
れる PCIe RAID カードは以下のスロットに取り付けられています。

■ スロット 5 - NetBackup 5220 Appliance

■ スロット 1 - NetBackup 5230/5240 Appliance

RAID カードには、SAS ケーブルでストレージシェルフに接続されている 2 つの SAS
ポートがあります。アプライアンスの購入時にオプションの外部ストレージシェルフが注文

に含まれていない場合は、PCIe RAID カードは含まれません。

メモ: NetBackup 5330 Appliance 計算ノードには、外部 RAID コントローラは含まれま
せん。NetBackup 5330 Appliance ストレージシェルフの RAID 機能は、NetBackup
5330 Appliance に付属のプライマリストレージシェルフによって制御されます。

NetBackup 5230 の背面パネルの構成について
NetBackup 5230 Appliance は、次の構成で出荷されます。外部ストレージシェルフは
デバイスとして別途注文できます。

表 1-4 NetBackup 5230 の背面パネルの構成

スロット 6スロット 5スロット 4スロット 3スロット 2スロット 1構成

構成なし構成なし構成なし構成なし構成なし構成なしA

構成なし構成なし8 Gb デュア
ルファイ

バーチャネ

ル

構成なし構成なし構成なしB

構成なし構成なし8 Gb デュア
ルファイ

バーチャネ

ル

10 GbE
デュアル

イーサネット

構成なし構成なしC
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スロット 6スロット 5スロット 4スロット 3スロット 2スロット 1構成

8 Gb デュアル
ファイバーチャ

ネル

8 Gb デュ
アルファイ

バーチャネ

ル

8 Gb デュア
ルファイ

バーチャネ

ル

10 GbE
デュアル

イーサネット

8 Gb デュ
アルファイ

バーチャネ

ル

構成なしD

8 Gb デュアル
ファイバーチャ

ネル

8 Gb デュ
アルファイ

バーチャネ

ル

8 Gb デュア
ルファイ

バーチャネ

ル

8 Gb デュ
アルファイ

バーチャネ

ル

8 Gb デュ
アルファイ

バーチャネ

ル

構成なしE

構成なし構成なし構成なし構成なし構成なしSAS
RAID コン
トローラ

A

(外部ストレー
ジシェルフ使

用)

構成なし構成なし8 Gb デュア
ルファイ

バーチャネ

ル

構成なし構成なしSAS
RAID コン
トローラ

B

(外部ストレー
ジシェルフ使

用)

構成なし構成なし8 Gb デュア
ルファイ

バーチャネ

ル

10 GbE
デュアル

イーサネット

構成なしSAS
RAID コン
トローラ

C

(外部ストレー
ジシェルフ使

用)

8 Gb デュアル
ファイバーチャ

ネル

8 Gb デュ
アルファイ

バーチャネ

ル

8 Gb デュア
ルファイ

バーチャネ

ル

10 GbE
デュアル

イーサネット

8 Gb デュ
アルファイ

バーチャネ

ル

SAS
RAID コン
トローラ

D

(外部ストレー
ジシェルフ使

用)

8 Gb デュアル
ファイバーチャ

ネル

8 Gb デュ
アルファイ

バーチャネ

ル

8 Gb デュア
ルファイ

バーチャネ

ル

8 Gb デュ
アルファイ

バーチャネ

ル

8 Gb デュ
アルファイ

バーチャネ

ル

SAS
RAID コン
トローラ

E

(外部ストレー
ジシェルフ使

用)

構成 D の注意:

■ VMware 用のスロット 2 と 4 の FC ポート、FC 上の最適化された重複排除、または
テープライブラリの接続性を使うことができます。各カードのポートは両方ともイニシ

エータモードで構成されます。

■ ファイバートランスポートメディアサーバー (FTMS) サポート用のスロット 5 と 6 の FC
ポートを使うことができます。
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■ スロット 5 と 6 の FC HBA カード上のポート 1 は、ターゲットモードで構成されます。
これらのカードの他のポートはイニシエータモードで構成されます。

構成 E の注意:

■ VMware 用のスロット 2、3、4 の FC ポート、FC 上の最適化された重複排除、または
テープライブラリの接続性を使うことができます。各カードのポートは両方ともイニシ

エータモードで構成されます。

■ ファイバートランスポートメディアサーバー (FTMS) サポート用のスロット 5 と 6 の FC
ポートを使うことができます。

■ スロット 5 と 6 の FC HBA カード上のポート 1 は、ターゲットモードで構成されます。
これらのカードの他のポートはイニシエータモードで構成されます。

FC HBA カードの使用方法について詳しくは、『NetBackup Appliance ファイバーチャ
ネルガイド』を参照してください。

p.17 の 「FC HBA ポート構成について」 を参照してください。

FC HBA ポート構成について
NetBackup 5230 Appliance のアドインカードは 5 つの構成で使うことができます。いく
つかの構成では、VMware 用の 1 枚の FC HBA カード、FC 上の最適化された重複排
除、またはテープライブラリ接続を使うことができます。

構成 D と E では FTMS をサポートしています。このような構成で SAN クライアントファイ
バートランスポートが有効になっている場合、スロット 5 と 6 にある各 FC HBA カード（1）
のポート 1 がデフォルトでターゲットモードで構成されます。 スロット 5 と 6 のポート 2、
およびその他の FC ポートすべてがイニシエータモードで構成されます。

すべての構成は、最適化複製と自動イメージレプリケーションのレプリケーションターゲッ

トとして動作するようにアプライアンスをサポートします。ターゲットポートで利用可能な

HBA カードについて詳しくは、『NetBackup Appliance ファイバーチャネルガイド』を参
照してください。

図 1-6 FC HBA カードのターゲットポートとイニシエータポート

p.15 の 「NetBackup 5230 の背面パネルの構成について」 を参照してください。
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2 ポート 8 Gb FC HBA について
ファイバーチャネル (FC) ポートは、アプライアンスをクライアントまたは他のファイバート
ランスポートデータ転送デバイスに接続します。

寸法 - 2.54 インチ x 6.6 インチ (6.4516 cm x 16.764 cm) (低背型)

消費電力 - 標準値: 0℃ ～ 55℃ (32°F ～ 131°F) 時で 6.2 ワット

動作温度 - 0℃ ～ 55℃

保存温度 - -40℃ ～ +70℃ (-40°F ～ +158°F)

保存湿度- 10% RH～90% RH (動作時、結露なし) および 5% RH～93% RH (停止
時、結露なし)

p.18 の 「デュアルポートの 10 GB イーサネットカードについて」 を参照してください。

デュアルポートの 10 GB イーサネットカードについて
10Gb イーサネットカードは NetBackup Appliance で利用可能です。

詳しくは、『NetBackup™ Appliance およびストレージシェルフ製品の説明』、『Veritas
NetBackup™ 5240 Appliance および NetBackup 5240 ストレージシェルフ製品の説
明』または『Veritas NetBackup™ 5330 Appliance 製品の説明』を参照してください。

p.18 の 「Veritas 3U16 24TB ストレージシェルフと Veritas 3U16 36TB ストレージシェ
ルフについて」 を参照してください。

Veritas 3U16 24TB ストレージシェルフと Veritas 3U16
36TB ストレージシェルフについて

表 1-5 に Veritas 3U16 ストレージシェルフの機能を示します。
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表 1-5 Veritas 3U16 24TB ストレージシェルフと Veritas 3U16 36TB スト
レージシェルフの機能

説明機能

3.5 インチ、2 TB または 3 TB、7,200 rpm の SAS ディスクドライブを 16 台格
納します。

メモ:  3U16 ストレージシェルフで使用されるディスク容量は、ご購入の 3U16
ストレージシェルフモデルに応じて異なります。

たとえば、Veritas 3U16 24TB ストレージシェルフには 2 TB ディスクが装備さ
れ、24 TB の使用可能なストレージ容量があります。Veritas 3U16 36TB スト
レージシェルフには 3 TB ディスクが装備され、36 テラバイトの使用可能なスト
レージ容量があります。

容量

RAID 6RAID レベル

4 つの SAS 6.0 Gbps ポート (独立 I/O モジュールごとに 2 つ)。各 I/O モジュー
ルには 1 つの SAS_IN ポートと 1 つの SAS_OUT ポートが含まれます。各
3U16 ストレージシェルフには 2 つの I/O モジュールがあります。したがって、1
台の 3U16 ストレージシェルフには 2 つの SAS_IN ポートと 2 つの SAS_OUT
ポートがあります。

シリアル RJ -11 ポート 2 つ (I/O モジュールごとに 1 つ)、テクニカルサポートの
みが使用。

I/O ポート

図 1-7 は 3U16 ストレージシェルフの前面パネルと背面パネルを示します。

図 1-7 Veritas 3U16 24TB ストレージシェルフと Veritas 3U16 36TB スト
レージシェルフの前面パネル

表 1-6 は 図 1-7で示す 3U16 ストレージシェルフの前面パネル上のコンポーネントを示
します。
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表 1-6 Veritas 3U16 24TB ストレージシェルフと Veritas 3U16 36TB スト
レージシェルフの前面パネルのコンポーネント

コンポーネント番号

16 のディスクモジュールの #1。1

ディスクモジュールリリースボタン。2

ディスクの状態表示用 LED3

ディスクの電源および動作状態表示用 LED4

スロット 16 - ホットスペア5

図 1-8 Veritas 3U16 24TB ストレージシェルフと Veritas 3U16 36TB スト
レージシェルフの背面パネル

表 1-7 は、図で示す 3U16 ストレージシェルフの背面パネル上のコンポーネントを示しま
す。

表 1-7 Veritas 3U16 24TB ストレージシェルフと Veritas 3U16 36TB スト
レージシェルフの背面パネルのコンポーネント

コンポーネント番号

シリアルポート1

リリースラッチ2

I/O モジュール #13

SAS_IN ポート4

SAS_OUT ポート5

I/O モジュール #26
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コンポーネント番号

電源 #1 およびファン7

電源 #2 およびファン8

3U16 ストレージシェルフのシリアル番号は、ストレージシェルフの右側後方パネルから
引き出せる白いプラスチックのパネルにあります。

図 1-9 シリアル番号タブ

アプライアンスとストレージシェルフの接続
複数のストレージシェルフを使う場合は、SAS ケーブルで最初のシェルフと 2 つ目のシェ
ルフを接続します。2 つ目のシェルフはアプライアンスに物理的には接続されません。

ファイバーチャネルポートやイーサネットポートで使うネットワークケーブルは付属してい

ません。ファイバーチャネルやイーサネットケーブルは、お客様で用意していただく必要

があります。

次の図は、アプライアンスとストレージシェルフの間のケーブル接続を示しています。

表 1-8 は図に表示されている番号を定義しています。
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図 1-10 NetBackup 5230 Appliance と 2 つのストレージシェルフの接続

表 1-8 に、アプライアンスと 2 つのストレージシェルフの構成を示します。

表 1-8 2 つのストレージシェルフへのアプライアンスの接続

コンポーネント番号

アプライアンス1

アプライアンス SAS_IN および SAS_OUT ポート2

アプライアンスに接続する Storage Shelf SAS_IN ポート3A

別のストレージシェルフに接続する Storage Shelf SAS_IN ポート3B

別のストレージシェルフの SAS_IN ポートに接続する場合にのみ使う Storage
Shelf SAS_OUT ポート

4

ストレージシェルフ5

NetBackup Appliance リリース 2.6.0.3 から、1 つのアプライアンスで 4 つまでのストレー
ジシェルフの使用がサポートされます。
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表 1-8 は 4 つのシェルフ構成のコンポーネントも示します。

図 1-11 4 つのストレージシェルフと 1 つのアプライアンス

p.18 の 「Veritas 3U16 24TB ストレージシェルフと Veritas 3U16 36TB ストレージシェ
ルフについて」 を参照してください。
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NetBackup 5230 マニュアル
NetBackup 5230 Appliance は NetBackup Appliance ソフトウェアを実行し、重複排除
と拡張ストレージバックアップ機能を提供します。アプライアンスと NetBackup ソフトウェ
アのマニュアルは次のリンク先で参照できます。

NetBackup Appliance のマニュアル

p.6 の 「アプライアンスについて」 を参照してください。
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ケーブル

この章では以下の項目について説明しています。

■ 電源ケーブル

■ ネットワークケーブル

■ マルチモード光ファイバーケーブル

■ SAS ケーブル

電源ケーブル
アプライアンスとストレージシェルフの AC 電源モジュールは、1 本の AC 電源ケーブル
を接続できます。AC 電源ケーブルの一方の端は、アプライアンスまたはストレージデバ
イスの電源に接続されます。ケーブルの他方の端はラックの外部電力配分装置 (PDU)
に接続されます。

電源ケーブルには、活線、中性線、接地線が含まれます。

図 2-1 AC 電源ケーブル

A

B

2



ラックの外部電源配分装置 (PDU) への AC 電源コネクタ (IEC-60320-C14)。A

アプライアンスまたはストレージデバイスへの AC 電源コネクタ (IEC-60320-C13)。B

メモ: 電力配分装置が IEC-60320-C13 プラグに適合しない場合、対応する電源ケーブ
ルを購入されることをお勧めします。購入する電源ケーブルは、指定されている電力定

格以上のものにします。

ネットワークケーブル
NetBackup Appliance は、イーサネットネットワークケーブル経由でデータネットワークと
通信します。ネットワークケーブルの一端は、アプライアンスの管理ネットワークポートまた

はサービスネットワークポートに接続されます。ケーブルのもう一方の端は、ネットワークス

イッチまたは外部のゲートウェイに接続されます。ケーブルの両端は RJ45 コネクタを使
います。

図 2-2 ネットワークケーブル

マルチモード光ファイバーケーブル
NetBackup Appliance は、マルチモード光ファイバーケーブルを介してファイバーチャ
ネルスイッチと通信します。マルチモード光ファイバーケーブルの一方の端は、10 GE
サービスネットワークポートまたはファイバーチャネルポートに接続されます。ケーブルの

他方の端は、ファイバーチャネルスイッチまたは他のデバイスに接続されます。マルチ

モード光ファイバーケーブルの両端は LC コネクタです。
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図 2-3 マルチモード光ファイバーケーブル

光ファイバーケーブルには、Small Form-factor Pluggable (SFP+) トランシーバが必要
です。これらは、ファイバーチャネルポートを持つデバイスに付属しています。図は、SFP
(番号 1) とそれに接続された光ファイバーケーブル (番号 2) を示しています。

サポート対象の SFP は以下のとおりです。

■ Finisar

■ JDSU

SAS ケーブル
SAS ケーブルには、両端に SAS コネクタが取り付けられています。各拡張ストレージシェ
ルフには、2 本の SAS ケーブルが付属しています。
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図 2-4 SAS ケーブル

詳しくは、必要に応じて NetBackup Appliance とストレージシェルフの接続のセクション
を参照してください。
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技術仕様、標準、コンプライ
アンス情報

この章では以下の項目について説明しています。

■ 技術仕様

■ 環境仕様

■ プロトコル規格

技術仕様

アプライアンスの技術仕様

表 3-1 に、5230 Appliance の技術仕様を示します。

表 3-2 に、5230 Appliance ストレージシェルフの技術仕様を示します。

表 3-1 アプライアンスの技術仕様

説明パラメータ

19 インチ EIA 規格ラック情報

64 GB (最大 192 GB)

メモ: 64 GB のメモリキットを追加購入して、NetBackup
5230 Appliance のメモリ量を最大にすることができま
す。システムに別売りのストレージシェルフを追加する

ときに、メモリキットを使用してアプライアンスのメモリを

増やすこともできます。

システムメモリ構成 (DIMM)

23.58 kg (52 lbs)重量

3



説明パラメータ

高さ: 3.45 インチ (8.76 cm) (ほぼ 2U)

幅: 17.24 インチ (43.80 cm)

深さ: 27.39 インチ (69.59 cm)

寸法

750W 最大消費電力

100 から 127 V 50/60 Hz にて 8.2 A

200 から 240 V 50/60 Hz にて 4.4 A

電源パラメータ

仕様: 両端が IEC-60320-C14 と IEC-60320-C13、
10A/250V、ブラック、4 ft

IEC-60320-C14 は電力配分装置に接続します。
IEC-60320-C13 はアプライアンスまたはストレージシェ
ルフの電源に接続します。

メモ: 電力配分装置が IEC-60320-C14 プラグに適合
しない場合、対応する電源ケーブルを購入されること

をお勧めします。購入する電源ケーブルは、指定され

ている電力定格以上のものにします。

p.25 の 「電源ケーブル」 を参照してください。

AC 電源ケーブル

≥ 99.95%システム固有の可用性

1 時間平均修復時間 (MTTR)

+10℃ ～ +35℃（1 時間あたり最大変化率が 10℃ を
超えないこと）

動作温度

-40℃ ～ +70℃非動作時温度

90 %（35℃ 時、結露がないこと）非動作時湿度

音響パワー: 標準的なオフィス環境温度での作動条件
にて 7.0 dB。

(23℃ ± 2)

音響騒音

460 W 通常 - 1570 BTU/時間

750 W 最大 - 2560 BTU/時間

システム冷却要件

ストレージシェルフの技術仕様

次の表に、ストレージシェルフの詳細について示します。
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表 3-2 ストレージシェルフの技術仕様

説明パラメータ

ラック設置の高さは、ラックキャビネット内でストレージ

シェルフによって占められる領域です。ストレージシェ

ルフのラックの高さは 3U です (5.25 インチ、13.35
cm)。ストレージシェルフは、幅 19 インチ (48.26 cm)
のラックキャビネットに取り付けてください。

ストレージシェルフに提供されるラックレールは 36 イン
チ (914 mm) に拡張可能です。この長さはラックポスト
の間で可能な最大の深さです。ラックポスト間の間隔

が 36 インチ (914mm) より長い場合は、レールとアプ
ライアンスを正しく設置できません。

ラック情報

最大重量: 32.5 kg (71.65 ポンド)

メモ:  ストレージシェルフの最大重量には、16 個の
ディスクドライブモジュールと 2 個の電源モジュールが
含まれます。

移送重量: 約 50 kg (110.23 ポンド)

メモ: 移送重量は、デバイスの最大重量と移送資材の
最大重量の合計です。

重量

高さ: 5.25 インチ (13.1 cm) (ほぼ 3U)

幅: 17.6 インチ (44.7 cm)

深さ: 22.1 インチ (56.1 cm)

寸法

580 W、AC 100 V から 240 V 自動測距、50 Hz から
60 Hz、ホットスワップ対応電源 x 2

電源

110 V で 326 W

220 V で 372 W

消費電力

AC 電圧範囲:

■ 2.972 A で 110 V
■ 1.756 A で 220 V

AC 周波数範囲: 50 Hz から 60 Hz

電源パラメータ

≥ 99.95%システム固有の可用性

1 時間未満平均修復時間 (MTTR)

p.32 の 「環境仕様」 を参照してください。
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環境仕様
次の表は、NetBackup Appliance とストレージデバイスの必要条件の一覧です。

表 3-3 環境要件

要件コンポーネント

10 ℃から 35 ℃ (50 °F から 95 °F)動作温度

-40°C から 70°C (-40°F から 158°F)保管温度

-40°C から 70°C (-40°F から 158°F)輸送温度

10 ℃/時間温度勾配

10 % RH から 85 % RH動作湿度

-30 m から 3,000 m

高度 -60 m から +1,800 m では、周囲温度は 5℃ から 35℃ ま
で。高度が 1,800 m から 3,000 m の場合は、高度が 100 m 上
がるごとに環境温度は 0.6℃ 低下します。

動作高度

-30 m から 3,000 m保管高度

< 72 dBA

この値は周囲温度 25℃ でのアプライアンスの最大騒音を表し
ています。

騒音

p.32 の 「プロトコル規格」 を参照してください。

プロトコル規格
次の表に、NetBackup Appliance とストレージデバイスが順守する規格を示します。

表 3-4 規格順守

バージョン規格

Intelligent Platform Management Interface Specification Second
Generation v2.0, Document Revision 1.0

IPMI2.0

System Management BIOS (SMBIOS) Reference Specification, Version
2.5

SMBIOS

SAS- 2.1SAS
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バージョン規格

Advanced Configuration and Power Interface Specification, Revision
3.0, September 2

ACPI

RFC0791: インターネットプロトコルIP

INCITS T11 (X3T9.3)FC

PCIe 3.0PCI Express
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オプションの Veritas 2U12
49TB ストレージシェルフに
ついて

この付録では以下の項目について説明しています。

■ Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの概要

■ Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフのコンポーネント

Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの概要

オプションの Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフは、12 台の 6TB 7200 rpm SAS
ハードディスクドライブを搭載する 2U12 ドライブエンクロージャです。ストレージシェルフ
で利用可能なストレージ容量は 49 TB です。各ディスクドライブには、ストレージシェル
フの前面パネルからアクセスできます。ディスクドライブを RAID 6 に構成するために埋
め込み RAID コントローラを使います。ドライブの 1 つはホットスペアとして予約されます。

Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフには、2 台の SBB (Storage Bay Bridge) 2.1
準拠の入出力 (I/O) モジュールも装備しています。各 I/O モジュールには A、B、および

A



C のラベルが付いている 3 つの SAS ポートがあります。したがって、各ストレージシェル
フは 3 x 2 の合計 6 つの SAS I/O ポートを備えています。ただし、ストレージシェルフを
アプライアンスまたは他のストレージシェルフに接続する場合は、各 I/O モジュールの
ポート A と B のみを使います。

各 I/O モジュールには、イーサネットポートおよびインターフェースとエンクロージャサー
ビスプロセッサをつなぐ 3.5 mm RS232 ジャックが装備されています。イーサネットポー
トと RS232 ジャックは、オンサイトのデバッグ操作でのみ使います。これらは通常のアプ
ライアンス操作には使いません。

I/O モジュールとディスクドライブとともに、Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフには前
面コントロールパネルも備えてます。コントロールパネルには、ストレージシェルフの健全

性を示す LED があります。このパネルには、エンクロージャの識別のための 7 セグメント
のデュアルディスプレイおよびストレージシェルフの構成に使うスイッチがあります。

Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフのシリアル番号は、電源冷却モジュール 0 (PCM
0) の左側のプラスチック製パネルに記載されています。ストレージシェルフのシリアル番
号は SH の文字で始まります。

p.35 の 「Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの前面パネルコンポーネント」 を参照
してください。

p.40 の 「Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの背面コンポーネント」 を参照してくだ
さい。

p.37 の 「Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフのコントロールパネル」 を参照してくだ
さい。

Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフのコンポーネン
ト

次のセクションでは、Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフのコンポーネントについて
説明します。

Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの前面パネルコンポーネント
ハードディスクドライブの容量とドライブベイスロットの割り当て

Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフは、7200 rpm の 6 TB SAS ハードディスクドラ
イブを搭載できる 12 基のディスクドライブストレージベイを備えています。ストレージシェ
ルフで利用可能なバックアップストレージ容量は 49 TB です。ドライブの 1 つはホットス
ペアとして予約されます。すべてのディスクドライブは、ストレージシェルフのベゼルを取

り外した後にストレージシェルフの前面パネルから取り外すことができます。

次の図に、Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの前面パネルに装備されているディ
スクドライブスロットの割り当てを示します。
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図 A-1 Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフのディスクドライブスロットの
レイアウト

0 1 2 3

4 5 6 7

8 9 10 11

ハードディスクドライブのキャリアの特性

各ストレージシェルフのハードドライブは、ディスクドライブのキャリアに搭載されています。

ストレージシェルフ内の各ディスクドライブのキャリアは、ディスクドライブをセキュリティで

保護するロックメカニズムを使用しています。

図 A-2 ハードディスクドライブのトレーのコンポーネント

インジケータ開口部

ロック済み
改変対策ロック

ロック解除

ドライブトレイ状態 LED

次の表で、ディスクドライブキャリアの LED について説明します。両方の LED の組み合
わせによってステータスを示すことに注意してください。

表 A-1 Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフのディスクドライブキャリアの
LED の状態

障害 (橙色) LED動作状態 (緑色) LED状態

オフオフディスクドライブを取り付けてい

ない。

オフI/O アクティビティ中および起動
中に点滅します。

ドライブ取り付け済み、オンの状

態、動作中。

1 秒間オン、1 秒間オフの速さ
で点滅します。

オンSCSI エンクロージャサービス
(SES) のデバイス ID が設定さ
れている。

オンオフドライブスロットで障害が発生し

ている。

オンオンドライブの障害。電源管理回路

の障害。
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障害 (橙色) LED動作状態 (緑色) LED状態

3 秒間オン、1 秒間オフの速さ
で点滅します。

オン論理的な障害が発生している。

ドライブに障害が発生している

可能性がある。

メモ: セキュリティ上の理由により、ドライブの各トレーはストレージシェルフの出荷時当初
はロックされています。ハードディスクドライブで作業するには、T10 ドライバを使用して各
ストレージベイのロックを解除します。

Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフのコントロールパネル
Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフのコントロールパネルは、ストレージシェルフの前
面左側に装備されています。
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図 A-3 Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフのコントロールパネル
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表 A-2 Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフのコントロールパネルの機能

説明項目番号

入力スイッチにより、ユニット識別ディスプレイを設定で

きます。

入力スイッチ1

スタンバイ電源のみがオンの場合、電源オン/スタンバ
イ LED は橙色になります。それ以外の場合でシステム
電源がオンの場合、LED は緑色になります。

電源オン/スタンバイ LED (緑
色または橙色)

2

モジュール障害 LED は、システムハードウェアの障害
がある場合に点灯します。システムハードウェアのエ

ラーは、電源冷却モジュール (PCM) または I/O モ
ジュールのエラー LED と連携していることがあります。

モジュール障害 LED (電源冷
却モジュール、冷却、I/O モ
ジュールの状態) (橙色)

3

論理状態 LED は状態の変更またはエラーを示します。
通常の場合、状態またはエラーの変更はシェルフの

ディスクドライブと連携しています。ただし、論理状態

LED は内部 RAID コントローラまたは外部 RAID コン
トローラ、あるいはホストバスアダプタの問題を示すこと

もできます。

論理状態 LED (橙色)4
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説明項目番号

ユニット識別ディスプレイは、ストレージシェルフに関す

る情報を表示する 2 桁の表示ディスプレイです。その
主な機能は、複数のストレージシェルフの構成を支援

することです。

ユニット識別ディスプレイ5

表 A-3 コントロールパネル LED の条件と状態

状態関連付けられ
た LED/警報

論理的なエ
ラー (橙色)

モジュール
障害 (橙色)

システム電
源

(緑色または
橙色)

スタンバイ電源があり、電源全

体が障害またはオフ

なしオフオフオン (橙色)

コントロールパネルの電源がオ

ン: テスト状態

(テスト状態 = 5 秒)

1 回のビープ音
の次に 2 回の
ビープ音

なしオン (橙色)オン (緑色)

電源オン: すべての機能が良好なしオフオフオン (緑色)

任意の電源冷却モジュール障

害、ファン障害、または温度が

過度に高いまたは低い問題

電源冷却モ

ジュール障害

LED

ファン障害 LED

なしオン (橙色)オン (緑色)

任意の I/O モジュール障害I/O モジュールの
LED

なしオン (橙色)オン (緑色)

エンクロージャの論理エラーなしなしオン (橙色)オン (緑色)

装着されている I/O モジュール
タイプが不明

(無効または混在)

I/O モジュールの
モジュール障害

LED

なし点滅オン (緑色)

装着されている電源冷却モ

ジュールが不明。

(無効または混在)

電源冷却モ

ジュール障害

LED

ファン障害 LED

なし点滅オン (緑色)

可用性や冗長性が失われたた

め、ドライブに障害が発生した

アレイに障害が発

生したか、パ

フォーマンスが低

下した状態

オンなしオン (緑色)
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状態関連付けられ
た LED/警報

論理的なエ
ラー (橙色)

モジュール
障害 (橙色)

システム電
源

(緑色または
橙色)

アレイがバックグラウンド機能を

作動中

アレイが衝撃を受

けた状態

点滅なしオン (緑色)

1 日の始まりの設定と異なるエ
ンクロージャ ID 設定

SES 状態 S1なし点滅オン

N/A: 該当せず

詳しくは、バージョン 3.0 以降の『NetBackup Appliance ハードウェア設置ガイド - リリー
ス 3.0 - NetBackup 5240』を参照してください。

Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの背面コンポーネント
このセクションでは、Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの背面パネルの機能につい
て説明します。

次の図に、Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの背面パネルを構成するコンポーネ
ントの概要を示します。

図 A-4 Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの背面コンポーネント
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表 A-4 Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの背面コンポーネント

コンポーネント番号

電源冷却モジュール 0 (PCM0)1

I/O モジュール 02

電源冷却モジュール 1 (PCM1)3

I/O モジュール 14
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p.41 の 「Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの I/O モジュール」 を参照してくださ
い。

p.45 の 「Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの電源冷却モジュール」 を参照してく
ださい。

p.46 の 「電源冷却モジュールの LED」 を参照してください。

Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの I/O モジュール
このセクションでは、Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの I/O モジュールについて
説明します。

図 A-5 Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの I/O モジュール

次の図と表では、Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフに装備されている I/O モジュー
ルの 2 つのキャニスタの詳細を示します。
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図 A-6 Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの I/O モジュール
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表 A-5 Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの I/O モジュールコンポーネ
ント

説明番号

I/O モジュール 01

I/O モジュール 12

I/O モジュールの状態 LED

p.43 の 「I/O モジュールの状態 LED の場所と状態」 を参照してください。

3

SAS-3 ポート - A、B、および C4

イーサネットポート (デバッグ専用)5

RS232 ジャック (デバッグ専用)6

SAS 動作状態表示用 LED

p.43 の 「I/O モジュールの SAS 動作状態表示用 LED の場所と状態」 を参照してく
ださい。

7
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I/O モジュールの状態 LED の場所と状態
このセクションでは、I/O モジュールの状態 LED の場所およびその状態について説明し
ます。

図 A-7 I/O モジュールの状態インジケータ LED の場所

I/O モジュールの状態 LED の場所

表 A-6 I/O モジュールの状態 LED の状態

エラー LED (橙色)動作状態
LED (緑色)

状態

I/O モジュールはエラー状態になりました。オンモジュールエラー

(橙色)

I/O モジュールは正常に動作しています。オフ

I/O モジュールはオンです。オン電源 (緑色)

I/O モジュールはオフです。オフ

I/O モジュールのコントローラは識別されています。オンID (青色)

p.43 の 「I/O モジュールの SAS 動作状態表示用 LED の場所と状態」 を参照してくだ
さい。

p.41 の 「Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの I/O モジュール」 を参照してくださ
い。

I/O モジュールの SAS 動作状態表示用 LED の場所と状態
このセクションでは、I/O モジュールの SAS 動作状態表示用 LED の場所およびその状
態について説明します。
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図 A-8 I/O モジュールの SAS 動作状態表示用 LED の場所

SAS 動作状態表示用 LED の場所

表 A-7 I/O モジュールの SAS 動作状態表示用 LED の状態

エラー LED (橙色)動作状態 LED (緑色)状態

オフオフケーブルなし

オフオンケーブルあり

すべてのリンクがアップ、動作

なし

オフ集約ポートの動作で点滅ケーブルあり

すべてのリンクがアップ

オンオフ致命的エラー

ケーブルの動作が停止または

起動に失敗する原因になるす

べての障害

たとえば、OVERCURRENT
トリップ

点滅 - 1 秒間オン、1 秒間オフ集約ポートの動作で点滅非致命的エラー

接続の動作停止の原因にはな

らないすべての障害

たとえば、確立されていないリ

ンクがある、

OVERTEMPERATURE 状態
の検出

p.41 の 「Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの I/O モジュール」 を参照してくださ
い。

p.43 の 「I/O モジュールの状態 LED の場所と状態」 を参照してください。
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Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの電源冷却モジュール
Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフは、2 つの電源冷却モジュール (PCM) を備え
ています。デュアル PCM は、ストレージシェルフに重複して電源を供給します。1 つの
PCM に障害が発生しても、2 つ目の PCM がストレージシェルフに電力を供給し続ける
ので、ストレージシェルフは動作を継続します。

図 A-9 電源冷却モジュール

1 3

5

4

2

表 A-8 電源冷却モジュールのコンポーネント

コンポーネント番号

電源冷却モジュールの LED

p.46 の 「電源冷却モジュールの LED」 を参照してください。

1

オン/オフのスイッチ2

リリースタブ3

AC 電源ソケット4
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コンポーネント番号

シリアル番号 - 電源冷却モジュール 0 のタブにシリアル番号が書かれたシールが貼っ
てあります。

メモ: ストレージシェルフのシリアル番号は SH の文字で始まります。

5

電源冷却モジュールの LED
電源冷却モジュール (PCM) は、4 つの LED を使って PCM の状態を示します。

図 A-10 電源冷却モジュールの LED

1 3
2 4

46付録 A オプションの Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフについて
Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフのコンポーネント



表 A-9 電源冷却モジュールの LED 警告

LED の状態番号

AC のエラー1

ファンのエラー2

電源冷却モジュール OK3

DC のエラー4

表 A-10 電源冷却モジュールの LED の状態

DC のエラー

(橙色)

AC のエラー

(橙色)

ファンのエ
ラー

(橙色)

電源冷却モ
ジュール

OK

(緑色)

状態

オフオフオフオフAC 電源なし (任意の電源
冷却モジュール)

オンオンオフオフAC 電源なし (この電源冷却
モジュールのみ)

オフオフオフオンAC あり (電源冷却モジュー
ルオン OK)

オンオフオフオン電源冷却モジュールのファ

ンが許容範囲外

オフオフオンオフ電源冷却モジュールのファ

ン障害

オンオンオンオフ電源冷却モジュール障害

(温度が過度に高い、電圧
過多、電流過多)

オフオフオフ点滅スタンバイモード

点滅点滅点滅オフ電源冷却モジュールの

ファームウェアダウンロード

p.45 の 「Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフの電源冷却モジュール」 を参照してく
ださい。
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記号
10 GB イーサネットカード 18
3U16 ストレージシェルフ

機能 18
前面パネル 19
背面パネル 20

8 GB ファイバーチャネル HBA 18
アプライアンス

ラックの支柱の深さ 29
ストレージシェルフ

ラックの支柱の深さ 30
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アプライアンス 29
ストレージシェルフ 30

仕様
技術 29

F
FTMS

構成 16
ポート 17

I
I/O モジュール

Veritas 2U12 49TB ストレージシェルフ 41
LED の場所と状態 43

L
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I/O モジュール
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S
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あ
アプライアンス

PCIe カードの構成 15
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